
                            

    

 

      

第 ２９ 号 

一
日
も
早
く
地
域
の
活
動

の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

草
津
川
跡
地
整
備 

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す 
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 男性 ３,９０５人 

 女性 ４,０２５人 

世帯  ３,１２４世帯 

 

 

発行者   
山田学区まちづくり協議会 
山田市民センター内 
草津市南山田町６７８   
Tel・Fax （５６２）００４４ 

 

ｈｔｔｐ://machikyou.jp//yamada/ 

平
成
14
年
５
月
に
廃
川
と
な
っ
た
草
津
川
跡
地
の
整
備
工
事
が
、

市
の
事
業
と
し
て
昨
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

浜
街
道
か
ら
メ
ロ
ン
街
道
ま
で
の
区
間
、
お
よ
び
国
道
１
号
か
ら
Ｊ

Ｒ
琵
琶
湖
線
の
区
間
の
２
か
所
が
、
優
先
整
備
区
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。 今

回
は
、
前
年
度
の
草
津
川
跡
地
の
整
備
状
況
を
、
市
か
ら
提
供
を

受
け
た
航
空
写
真
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

平
成
27
年
度
の
工
事
は
、
道
路
整
備
と
東
側
の
交
差
点
広
場
や
、

学
校
活
動
エ
リ
ア
な
ど
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 



                                 

                                 

                                 

                      

８
月
27
日
、
山
田
学
区
が
策
定

作
業
を
進
め
て
い
る
「
地
区
防
災
計

画
」
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
ま
ち

協
役
員
、
防
災
部
会
員
等
22
人
が

先
進
地
で
あ
る
長
野
県
飯
田
市
役

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

研
修
先
で
は
、
市
か
ら
の
説
明
に

続
い
て
、
千
代
地
区
に
お
け
る
地
区

防
災
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。 

 
こ
の
計
画
は
、
地
域
住
民
等
の
自 

    

発
的
な
防
災
活
動
指
針

と
し
て
、「
い
つ
ま
で
に
、

誰
が
、
ど
う
す
る
か
！
」

と
い
っ
た
内
容
で
ま
と

め
ら
れ
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
防
災
訓
練
な
ど
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
に
分
か
り
や
す
く
、

実
効
性
の
高
い
計
画
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
関

心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

山
田
学
区
に
お
い
て

も
、
災
害
時
に
少
し
で
も

被
害
を
減
ら
す
日
ご
ろ

か
ら
の
備
え
と
、
迅
速
で

組
織
的
な
対
応
が
で
き

る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ 

計
画
に
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

第 ２９ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 平成２６年５月１５日号（１） 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２７年１０月１日号（２） 

１ ０ ５ 
２ 

山田ふれあいまつり 
と き：10 月 25 日(日) 

10:00～15:00 

ところ：山田小学校 

＊オープニング 

＊作品展示コーナー 

＊ステージ発表 

＊餅つき 

＊フリーマーケット 

＊子ども体験 

＊子どもコーナー 

＊特産品コーナー 

＊お楽しみ抽選会  

＊模擬店 

詳細は、後日お知らせします 

 

防災センターも視察しました 

飯田市から説明を受ける視察の皆さん 

防
災
モ
デ
ル
地
区
を
研
修 



      

◆
山
田
に
あ
っ
た 

草
津
市
域
最
初
の 

近
代
工
場 

 
 

 
 

 
 

明
治
時
代
に
な
っ
て
、
わ
が
国
で

は
殖
産
興
業
の
推
進
を
図
り
、
積
極

的
に
工
業
化
政
策
を
と
っ
て
い
っ

た
が
、
草
津
市
域
で
は
あ
ま
り
顕
著

な
近
代
工
業
へ
の
動
き
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。 

明
治
40
年
代
に
な
る
と
、『
滋
賀

県
統
計
全
書
』
の
山
田
村
の
欄
に
従

業
員
数
22
名
の
黒
川
煉
瓦
工
場
の

名
前
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
煉
瓦
工

場
は
、
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
12

月
に
大
阪
窯
業
株
式
会
社
が
買
収

し
、
草
津
で
最
初
の
近
代
工
場
と
し

て
創
業
、
県
下
で
も
煉
瓦
工
場
と
し

て
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
工
場
立
地
に
よ
っ
て
、
草
津
も

工
業
の
近
代
化
を
迎
え
た
の
で
あ

る
。 

 

大
阪
窯
業
株
式
会
社
近
江
工
場

と
な
っ
て
か
ら
は
、
大
正
元
年
（
１

９
１
２
）
に
従
業
員
数
も
黒
川
煉
瓦

工
場
時
代
の
３
倍
の
67
人
、
さ
ら

に
大
正
５
年
に
は
80
人
を
数
え
る

規
模
と
な
っ
た
。
煉
瓦
の
材
料
で
あ

る
土
は
、
工
場
の
あ
っ
た
字
葭
際
か

ら
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ

た
三
ッ
池
か
ら
採
取
し
て
い
る
。
材

料
の
土
は
重
く
、
そ
の
輸
送
は
容
易

で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
軽
便
鉄

道
（
ト
ロ
ッ
コ
）
を
利
用
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
敷
設
を
明
治
44
年
10

月
に
滋
賀
県
知
事
あ
て
に
願
い
出

て
い
る
。
翌
年
11
月
に
は
知
事
の

許
可
が
お
り
、
池
の
中
ま
で
軽
便
鉄 

                   

道
を
入
れ
て
、
田
ん
ぼ
の
中
を
軽
便

鉄
道
が
通
っ
て
工
場
ま
で
運
ん
だ
。 

こ
の
よ
う
な
近
代
工
場
と
な
っ

た
大
阪
窯
業
近
江
工
場
の
規
模
や

設
備
は
、
総
敷
地
面
積
７
４
９
５
坪

建
物
34
棟
、
ド
イ
ツ
式
の
煉
瓦
製

造
機
械
１
台
、
改
良
輪
環
窯
２
台
、

７
０
馬
力
の
発
電
機
１
台
、
ロ
ー
ル

粉
砕
機
１
台
、
軽
便
鉄
道
約
４
哩
で

あ
っ
た
。 

近
江
工
場
で
の
年
間
生
産
高
は

約
１
５
０
０
万
個
、
金
額
に
し
て
約

44
万
円
で
、
製
品
は
船
便
に
よ
っ

て
山
田
か
ら
大
津
へ
と
出
荷
さ
れ 

た
。
そ
し
て
、
大
津
か

ら
は
琵
琶
湖
疏
水
を

通
っ
て
京
都
へ
と
送

ら
れ
て
い
た
。 

 
 

こ
の
大
阪
窯
業
株

式
会
社
近
江
工
場
は
、

昭
和
６
年
（
１
９
３

１
）
に
閉
鎖
さ
れ
る

ま
で
、
こ
こ
山
田
の

地
で
草
津
近
郊
の
近

代
工
場
と
し
て
稼
働

し
て
い
た
が
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
労
働
力
確

保
や
製
品
出
荷
が
容

易
な
鉄
道
駅
周
辺
な

ど
に
工
場
の
立
地
が

移
行
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。 

(

草
津
宿
街
道
交
流
館) 

                 

山
田
小
学
校
で
は
、
９
月
16
日

に
室
戸
台
風
殉
難
慰
霊
式
を
行
い
、 

              

   

参
加
者
一
同
は
、
防
災
に
対
す

る
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 

こ
れ
は
、
昭
和
９
年
９
月

21
日
、
室
戸
台
風
で
山
田
小

学
校
校
舎
が
崩
壊
し
、
児
童
、

教
員
に
多
く
の
死
傷
者
が
出

た
こ
と
か
ら
、
犠
牲
者
の
霊
を

慰
め
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。 

 
 

 

こ
の
日
は
、
同
じ
く
室
戸 

台
風
で
被
害
に
遭
っ
た
京
都

市
立
下
鳥
羽
小
学
校
の
話
が

紹
介
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
、
命

の
大
切
さ
や
、
い
ざ
と
い
う
と 

き
の
心
構
え
を
感
じ
た
り
、
考
え
た 

り
し
て
い
ま
し
た
。 

     

第 ２９ 号 

平成２６年５月１５日号（１） 

平成２７年１０月１日号（３） 

 

 

命の木 
 皆さん、山田小学校の体育館や山田市民

センターの玄関に欅（けやき）が展示して

あるのをご存じですか。 

 これは、室戸台風の時、校庭にあったこ

の木に、綱をくくり付けてつかまり、児童

や先生の身の安全を守ったと言われてい

る「命の木」です。 

 多くの命 

を救ったこ 

の木を感謝 

の気持ちを 

こめて末永 

く保存し、 

防災の大切 

さを後世に 

語り継いで 

いきたいも 

のです。 

室
戸
台
風
殉
難
慰
霊
式 

防
災
の
認
識
新
た
に 

木の説明を聞く子どもたち 

昭和５８年ごろ解体された事務所の建物 



 

                               

昨
年
好
評
だ
っ
た
「
演
歌
ビ
ク
ス

体
操
」
が
、
今
年
も
第
３
講
座
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
北
酒
場
」
な
ど
お
な
じ
み
の
演

歌
に
合
わ
せ
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体

を
動
か
す
と
、
短
時
間
で
も
、
少
し

汗
ば
む
く
ら
い
の
運
動
に
な
り
ま

し
た
。 

講
師
か
ら
、
「
い
つ
ま
で
も
健
康

に
自
力
で
歩
く
た
め
に
は
、
適
度
な

運
動
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
は
何
か

運
動
し
て
い
ま
す
か
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
る
と
、
受
講
生
か
ら
「
は
い
」

と
返
事
す
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が
到
来
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
い
い
汗
を
か
い
て
み

ま
せ
ん
か
。 

       

        

    

▽
日
時 

10
月
11
日(

日)

９
時

～
（
雨
天
の
場
合
、
翌
日
に
順
延
） 

▽
場
所 

山
田
小
学
校
運
動
場 

▽
競
技
種
目 

・
町
別
対
抗
種
目 

 
 

玉
入
れ 
 

綱
引
き 

 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
リ
レ
ー 

 
 

６
０
０
ｍ
リ
レ
ー 

 
 

大
玉
リ
レ
ー 

 
 

ケ
ツ
圧
リ
レ
ー 

・
自
由
参
加
種
目 

 
 

ウ
ォ
ン
テ
ッ
ド 

（
借
り
物
競
走
） 

パ
ン
食
い
競
走 

 

              
防
災
満
水
リ
レ
ー 

災
害
救
援
ゲ
ー
ム 

 

交
通
安
全
競
走 

跳
ん
で
運
ん
で
オ
ッ
ト
ト 

江
州
音
頭 

 

そ
の
他
、
小
学
生
の
徒
競
走
、
幼

児
レ
ー
ス
な
ど 

▽
主
催 

山
田
学
区
体
育
振
興
会 

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い 

     

人
権
問
題
の
解
決
と
差
別
の
な

い
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
、
今
年
度
も
各
町
内
で
学
習
懇 

                

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

「
子
育
て
を
楽
し
も
う
」 

▽
日
時 

10
月
20
日(

火)

10
時

～
11
時
30
分 

▽
場
所 

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

▽
内
容 

柴
田
み
ど
り
さ
ん
（
す
ぎ

の
こ
保
育
園
園
長
）
に
よ
る
講
演
、

茶
話
会 

▽
主
催
・
問
合
せ 

山
田
学
区
更
生

保
護
女
性
会 

※ 

当
日
参
加
自
由
、
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
あ
り 

  

区
民
体
育
祭 

 
 
 
 
 

 

第 ２９ 号 平成２７年１０月１日号（４） 

 

□10月 3 日（土） 

☆山田小学校わくわく運動会  8:40～ 

  （山田小学校運動場） 

 

□10月 11日（日） 

☆区民体育祭  9:00～ 

（山田小学校運動場） 

 

□10月 17日（土） 

☆すぎのこ保育園運動会  9:00～ 

（山田小学校運動場） 

 

□10月 18日（日） 

☆山田ウォーキング 13:30～ 

 講演と実技 

（山田幼稚園） 

 

□10月 19日（月） 

★家庭教育支援学級 10:30～ 

  ３Ｂ体操 

 

□10月 20日（火） 

★子育てミニ研修会 10:00～ 

 

□10月 25日（日） 

☆2015 山田ふれあいまつり 10:00～ 

（山田小学校） 

 

□10月 28日（水） 

★食育講座  9:30～ 

 

★印の会場は山田市民センター 

(公民館)です 

町
内
学
習
懇
談
会 

 
 
 
 
 

 

子
育
て
ミ
ニ
研
修
会 

 
 
 
 
 

 

や
す
ら
ぎ
学
級 

歌
に
合
わ
せ
て 

(木川町) 黄金色に染まる田んぼ 

風にそよぐ稲穂 

みのりの秋 
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